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新
年
挨
拶

代
表
取
締
役
社
長

金
原

幸
夫

ス
ロ
ー
ガ
ン
促
進
委
員
会
よ
り

今
年
、
デ
ン
サ
ン
は
創
立
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

新
し
い
時
代
「
令
和
」
を
迎
え
、
デ
ン
サ
ン
も
新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

私
も
入
社
し
て
４
０
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

過
去
を
振
り
返
る
と
、
山
あ
り
谷
あ
り
、
一
企
業
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
大
き
な
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
り
、
短
期
間
に
劇
的
な
変
革
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

我
々
自
身
も
痛
み
を
伴
っ
た
外
科
手
術
を
強
い
ら
れ
た
４
０
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

歴
代
の
社
長
が
進
め
て
き
た
改
革
や
方
針
、
技
術
の
向
上
、
特
化
し
た
技
術
、
そ
し
て

設
立
以
来
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
お
客
様
の
為
の
シ
ス
テ
ム
作
り
」
、
こ
れ
ら
を
今
後

も
受
け
継
ぎ
、
ま
た
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
、
デ
ン
サ
ン
は
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

私
が
こ
の
４
０
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
私
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

私
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
言
え
ば
指
揮
者
で
あ
り
、
各
パ
ー
ト
の
個
性
を
引
き
伸
ば
し
、

豊
か
で
最
良
な
音
を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
提
供

す
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。

私
は
社
長
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て
演
奏
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
各
自

が
自
分
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
活
か
す
努
力
を
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
に
あ

た
る
各
部
署
で
は
調
和
と
同
時
に
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
、
私
た
ち
の
会
社
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
社
が
１
０
年
先
、

２
０
年
先
、
次
の
世
代
ま
で
残
っ
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
一
歩
先
を
見
据
え
た
価
値
観
の

創
造
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
時
代
が
、
よ
り
佳
き
年
に
な
る
よ
う
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

広
島
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
護
国
神
社

へ
初
詣
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
‼

社
員
一
同
で
、
デ
ン
サ
ン
創
立
5
0
周
年
に
向
け
て
商
売
繁

盛
、
職
場
安
全
を
願
い
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
促
進
委
員
会
も
現
体
制
と
し
て
活
動
す
る
の
も

来
年
の
3
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ラ
ス
ト
1
年
ち
ょ
っ
と
少
し
で
も
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い

会
社
と
な
り
ま
す
よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
で
き

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２０２０年４月で１７年目に突入です。

今年からは健康診断が人間ドックになるということで、初めてのことで楽しみである一方、医者から何を

言われるか概ね想像がつきます(汗)

先日家の片付けをしている時に中学校の卒業文集が出てきて、その中で「将来はプログラマー」と書いて

あり、挿絵には紅茶飲みながらキーボードをカタカタしている僕の絵が描いていました。

青春時代からの夢がかなっている幸せ者です。

せやけど、その挿絵、もう少し体系を太くしたら現実に近づくんやで。

さて、ここからは真面目に。

皆様ご存知の通り、入社当初からＳ社の仕事に携わっています。

Ｓ社以外にも他プロジェクトのお手伝いや、新規案件の切り込み隊長的な役割もしてきました。

どの仕事でも意欲的に取り組むことができ、とても充実した仕事ができています。

様々な仕事をする中で全国各地へ出張に行かせてもらい、その場所の美味しいものを食べ…、いえ、様々

なお客様との出会いがありました。

弊社の創業以来変わることのない姿勢である「お客様のためのシステム作り」を常に考え、真面目に仕事

をこなし、多くのお客様に認めて頂き信頼関係を築かせて頂くことができました。

この結果は自分の頑張りだけではなく、先輩方からの助言や、後輩からの

協力があっての事だと思っています。

おかげさまで優秀な後輩にも恵まれており、その後輩の為にも自分は更に

上へ出世しなくてはならないと考えています。

出世するには何が必要か、何が出来るようにならなければならないかを

自分なりの答えを出し、それに向かって日々努力しています。

これからも皆様の力をお借りする機会が多々あると思いますが、その際は

よろしくお願い致します。

創立50周年ということで、改めて勤務年数を考えてみました。

思い出すのに若干苦労しましたが、今年で16年が過ぎようとしておりました。

来年は17年目のようです。思いとしては、そんなに長く働いていたかしら？といった感じです。年齢の

ほぼ半分働いていますね。

私の場合、好きなことを仕事に！をコンセプトに、就職先を検討しており、本来の目的とは若干違うけれ

ども、内容的には割と近く、当時の私が試験を受けられる場所として、デンサンへ応募した記憶がありま

す。

現在に至るまで、後輩はいますけれど、下に人がついたことがなく、人の下につくことが多かったです。

先輩方にご迷惑をおかけしつつ、紆余曲折し、時に挫けることも御座いましたが、多くのことを学ばせて

頂いたと思っておりますし、良い経験になったと思っています。

今後については、若輩者ながらも、自身も新たな知識を習得しつつ成長し、

今後下につく後輩の手本となれるよう、また、指導できるよう頑張って

いく所存です。

最後になりましたが、創立50周年という節目に立ち会えましたこと、

大変うれしく思います。

また、今後もデンサンという感謝が歩みゆく道を、微力ながらも

ともに支え、歩めるよう頑張らせて頂きたい所存です。

創立50周年を迎えるにあたり、皆様がデンサンに入社してから今まで様々なことがあったと思います。 面白かったエピソード、達成感を感じたことや失敗して学んだこと、

これまでの思いや更なるデンサンの発展に向けたこれからの思いなど、そんなことを書いていただきたいと思います。

特に勤続年数が20年、30年以上となる諸先輩方には、入社した頃のデンサンの様子や当時の思い出など、歴史を感じられるお話もうかがってみたいです。

入社して11年目となりました。来年30歳です。

ようやく顔に年齢が追い付いてきました。笑

皆様ご存じの通り、入社して以来ほぼS社での開発に携わってまいりま

した。デンサンとS社とは20数年のお付き合いとなっております。

4半世紀近く関係を続けられるのも、今まで開発に携わった方々の努力

かと思います。私自身、その努力が水の泡とならぬよう日々精進してお

ります。

デンサンにおいては50周年という大きな節目に差し掛かっております。

半世紀もの間、存続できたのも今おられる方だけではなく、今まで在籍

された方々も含めた努力の結晶かと思います。

そういった多くの先輩方からいただいたものを

しっかりと自分のものとし、またこれから

入ってくる後輩たちにしっかりと教育/指導

していくことがこれからの自分の役割では

ないかと思っております。

「お客様のためのシステム作り」の精神を

モットーに、これからも頑張ります！！

50周年おめでとうございます。

企業30年説がある中で、これは諸先輩方が創業以来変わらぬことのない

姿勢(お客様のためのシステム作り)を貫き、努力され得た、お客様から

の信用の証だと、敬意を払うとともに誇りに思います。

また、自分自身が50年も続く企業の一員で居られる事に感謝するととも

に、嬉しく思います。

私は、2004年からデンサンの仕事をさせていただき、2007年に入社

いたしました。今日に至るまで、大手企業様のプロジェクトに携わらせ

ていただき、色々な人との関わりや中国、タイ、ロシアと海外出張経験

など、多くの事を学ばせていただきました。

これらの経験は、私にとって大きな財産となっており、感謝しかないで

す。

某政治家の言葉では無いですが、朝、希望を持って目覚め、昼は懸命に

働き、夜は感謝と共に眠る。希望・一生懸命・感謝を心掛け、ステーク

ホルダーに少しでも恩返し出来るよう、より一層努めて参ります。

そして創業以来変わらぬことない姿勢を肝に銘じて、デンサンが10年後、

20年後も続くよう微力ながら尽力していく所存です。

今後とも、ご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

２００９年入社 Ｋさん 男性 ２００４年入社 Ｇさん 女性

２００４年入社 Ｔさん 男性２００７年入社 Ｋさん 男性


